
公益社団法人 岩手県農業公社 

令和８年度「いわて新農業人チャレンジファーム」第 16回研修を開催しました 

 岩手県農業公社就農支援部では、令和８年９

月 25日（金）、26日（土）に雫石町において第

16回研修を行いました。 

 天気は初日が曇り、２日目は晴れと移り変わ

り、朝の肌寒い空気に秋の訪れを感じる中での

開催となりました。今回は株式会社みちのくク

ボタから、神山氏、藤坂氏を外部講師に迎え、

農作業安全②について講義をいただきました。 

 我が国における農作業事故の発生推移をは

じめ、トラクタと小型管理機の具体的な事故事

例や事故を起こさないための使用方法など、安

全の重要性を真剣に学びました。 

実習では、神山氏と藤坂氏からトラクタの日

常メンテナンス方法や留意点について、実機を

用いて詳細に解説していただいた後、トラクタ

と小型管理機の操作実習を行いました。 

初めて操作する受講生が多かったものの、トラ

クタの起動からロータリーでの耕うん、旋回、

停車まで一連の作業をスムーズにこなしてい

ました。小型管理機では、旋回時に力任せに機

体を制御しようとする姿も見られましたが、指

導員から「力で引っ張るのではなく、内側の車

輪を軸にして、自分が機械の周りをくるりと回

り込むように歩くこと。」と指導を受けると、

受講生は次第にコツを掴んだ様子でした。 

その後はトマトやピーマン、なす、だいこん

の収穫に心地よい汗を流しました。 

 次回の第 17 回研修は 10 月２日（金）、３日

（土）に雫石町南畑コテージむらにて開催しま

す。講義ではこれまでの研修の振り返りや作付

計画について学び、実習ではピーマン、野菜の

収穫および片付けなどを行う予定です。

受講生にトラクタの操作方法を指導する神山氏（右） トラクタを操作する受講生 

小型管理機を操作する受講生 だいこんを収穫する受講生 


